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～今月の表紙～

県北中学校で卒業式が行われ
ました。卒業生は、下級生や
先生方に見送られ、学び舎か
らそれぞれの道へ大きく羽ば
たいていきました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　昭和 16 年建築の「旧小坂村産業組合石蔵」は国見石を使用した石蔵として町内最大規模を誇っています。この石蔵
は、当時の米需給ひっ迫により、産業組合による一元集荷のための穀蔵として建築されました。町内でも珍しい「木骨
石造」で、石積壁の完成後に木造の軸組・小屋組を施工したと考えられます。3 月 11 日に開催された国の文化審議会で、
国登録有形文化財に相応しいものとして答申されました。また１つ、国見のたからものが増えました。

「旧小坂村産業組合石蔵」建築の様子（所在地：国見町大字内谷字西堂地内）

『国見のたからもの』№ 23

①協定書を取り交わす太田町長と馬場事務局長　②会場にはたくさんの木のおもちゃが用意されました　③平成 27 年生

まれの赤ちゃんへ太田町長から誕生祝い品を贈呈　④赤ちゃんへ贈られた町産材で作製した積み木

①

　

国
見
町
は
木
育
事
業
を
進
め
る
た
め
、
東
京

お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
運
営
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
と
協
定
を
締
結

し
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
宣
言
は
全
国
で
16
番

目
、
県
内
で
は
飯
舘
村
に
続
い
て
2
番
目
と
な

り
ま
す
。
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
と
は
一

昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
森
の
お
も
ち
ゃ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
連
携
し
た
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
式
は
3
月
5
日
、
国
見
町
役
場

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

太
田
久
雄
町
長
と
馬
場
清
事
務
局
長
が
協
定
書

に
署
名
し
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
太
田
町

長
か
ら
は
「
林
業
振
興
や
子
ど
も
た
ち
が
木
に

親
し
む
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
誕

生
祝
い
品
と
し
て
太
田
町
長
か
ら
町
産
材
で
作

製
し
た
積
み
木
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
お
も
ち
ゃ
や
県

北
森
林
組
合
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
木
製
の
お

も
ち
ゃ
で
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

協
定
式
終
了
後
に
は
、
林
業
関
係
者
や
建
築

業
者
を
対
象
に
木
製
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
、
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
は
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会

と
連
携
し
、
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
、
木
育
推
進

と
林
業
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

②

③④

国見町は

『ウッドスタート』宣言
　しました

を
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国
見
の″
食
〟

魅
力
あ
る
家
庭
料
理
が
集
合

　
　
　
　
　
　
『
食
の
文
化
祭
』

　　

国
見
町
「
食
の
文
化
祭
」
が

3
月
19
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

食
の
文
化
祭
は
、
家
庭
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
料
理
を
持
ち

寄
っ
て
も
ら
い
、
町
独
自
の
豊

か
な
食
文
化
（
た
か
ら
も
の
）

を
再
発
見
し
、
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
の
想
い
か

ら
、
民
俗
研
究
家
の
結
城
登
美

雄
さ
ん
の
監
修
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

出
品
さ
れ
た
各
家
庭
自
慢
の

料
理
は
１
６
２
点
に
も
及
び
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
煮
物
や
漬

物
、
ス
イ
ー
ツ
ま
で
様
々
な
家

庭
の
味
が
並
び
ま
し
た
。

　

料
理
1
品
1
品
に
は
作
り
手

の
コ
メ
ン
ト
が
一
緒
に
展
示
さ

れ
て
お
り
、
来
場
者
は
料
理
に

込
め
ら
れ
た
物
語
も
楽
し
み
ま

し
た
。「
国
見
に
嫁
い
で
初
め

て
義
母
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

料
理
」「
人
参
が
嫌
い
な
子
ど

も
の
た
め
に
作
っ
た
料
理
」「
材

国
見
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る″
食
〟

米
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
、
大
根
…
あ
り
ふ
れ
た
食
材
に
お
母
さ
ん

の
想
い
が
加
わ
り
国
見
の
味
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

″
食
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
た
か
ら
も
の
探
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

料
を
長
期
保
存
し
て
お
く
た
め

の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
」
な
ど
料

理
に
は
お
母
さ
ん
た
ち
の
た
く

さ
ん
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
日
食

卓
に
並
ぶ
家
庭
料
理
は
、
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
知
恵
や
お

母
さ
ん
の
想
い
の
こ
も
っ
た
価

値
あ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

文
化
祭
に
展
示
さ
れ
た「
作
品
」

で
あ
る
家
庭
料
理
は
守
り
受
け

継
い
で
い
き
た
い
町
の
た
か
ら

も
の
で
す
。

①展示された料理の見た目と香り、それ

ぞれのストーリーを楽しむ来場者　②各

家庭自慢の料理が並びました

① ②

国
見
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

新
し
い″
食
〟

『
道
の
駅
く
に
み　

開
業
1
年

前
プ
レ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
』

　

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
1
年
前
を

期
に
「
道
の
駅
く
に
み　

開
業

1
年
前
プ
レ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
3
月
18
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
３
２
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
開
発
を
進
め
て
き
た

「
国
見
バ
ー
ガ
ー
」
や
「
も
も

大
福
」
な
ど
の
6
次
化
商
品
や

地
元
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
山
際
博

美
シ
ェ
フ
（
山
際
食
彩
工
房
）

監
修
の
く
に
み
鶏
の
カ
レ
ー
や

小
坂
地
区
と
貝
田
地
区
の
お
母

さ
ん
が
作
っ
た
郷
土
料
理
な
ど

30
品
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
産
あ
か
つ
き

１
０
０
％
で
作
っ
た
「
く
に
み

お
日
さ
ま
桃
ジ
ュ
ー
ス
」
が
初

め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
試
飲

し
た
人
か
ら
は
「
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
て
飲
み
や
す
い
」「
桃
の

味
と
香
り
が
楽
し
め
て
お
い
し

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

プ
レ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
参

加
し
た
み
な
さ
ん
に
国
見
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
新
し
い″
食
〟を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
新
し
い″
食
〟
の
今
後
に

期
待
し
な
が
ら
、
道
の
駅
オ
ー

プ
ン
へ
向
け
、
み
ん
な
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
見
の
た
か
ら
も
の
を

広
く
発
信

　　
「
食
の
文
化
祭
」
で
展
示
さ

れ
た
家
庭
料
理
も「
プ
レ
・
パ
ー

テ
ィ
ー
」
で
披
露
さ
れ
た
新
た

に
開
発
し
た
食
も
、
国
見
の
豊

か
な
自
然
に
よ
っ
て
、
大
切
に

生
産
さ
れ
た
食
材
が
あ
っ
て
こ

そ
の
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

食
材
の
味
を
活
か
し
な
が

ら
、
お
母
さ
ん
や
食
の
加
工
に

携
わ
っ
て
い
る
人
々
が
、
愛
情

を
込
め
て
手
を
加
え
る
こ
と
で

国
見
の″
食
〟
が
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
愛
情
と
魅
力
の

詰
ま
っ
た
「
た
か
ら
も
の
」
で

あ
る
国
見
の″
食
〟
を
開
業
を

1
年
後
に
控
え
た
道
の
駅
で
、

町
内
外
へ
広
く
発
信
し
、
た
く

さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

①

② ③

①プレ・パーティーでお披
露目された「くにみお日さ
ま桃ジュース」をはじめ、
さまざまな 6 次化商品が並
んだ　②朽木勝之農業委員
会長による乾杯　③来場者
をたくさんの料理がもてな
した
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平成 28 年度
一般会計当初予算額 91 億 4 千万円

（通常分 45.8 億円、復旧復興分 45.6 億円）
　　　　＜　『復興・絆』『元気・活力』
　　　　　　　　　　　　　　しんか（進化・深化）予算　＞

歳
入

　

自
主
財
源
と
な
る
「
町

税
」
は
、
復
興
需
要
の
影
響

等
か
ら
１
６
０
０
万
円
増
の

８
億
９
４
１
０
万
円
（
前
年
度

比
１
・
８
％
増
）
に
な
り
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基

金
及
び
復
興
基
金
等
か
ら

３
億
２
３
７
７
万
円
（
前
年
度

比
23
・
４
％
減
）
を
繰
入
れ
、

収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

依
存
財
源
と
な
る
「
地
方
交

付
税
」
は
、
普
通
交
付
税
と
震

災
復
興
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ

た
総
額
20
億
４
４
４
５
万
円

（
前
年
度
比
０
・
８
％
増
）
に
な

り
ま
す
。

　
「
国
庫
支
出
金
」
は
、
交
流

の
場
（
道
の
駅
）
整
備
事
業

費
が
皆
減
し
た
た
め
、
総
額

５
億
６
９
１
万
円
（
前
年
度
比

50
・
１
％
減
）
に
な
り
ま
す
。

　
「
県
支
出
金
」
は
、
住
宅
除

染
が
完
了
し
た
こ
と
で
総
額

45
億
１
２
７
１
万
円
（
前
年
度

比
21
・
７
％
減
）
に
な
り
ま
す
。

　
「
町
債
」
は
、
住
宅
改
修

事
業
な
ど
必
要
な
建
設
事

業
費
に
充
当
す
る
た
め
、

３
億
９
７
４
０
万
円
（
前
年
度

比
44
・
７
％
減
）
を
借
入
し
ま

す
が
、
後
年
度
に
普
通
交
付
税

措
置
が
あ
る
有
利
な
起
債
を
活

用
す
る
な
ど
将
来
的
な
財
政
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

歳
出

　

性
質
別
の
内
訳
は
、
義
務
的

経
費
と
な
る
「
人
件
費
」
が
復

旧
復
興
事
業
に
伴
う
人
員
増
で

４
・
１
％
、「
扶
助
費
」
も
少
子

高
齢
化
に
よ
り
４
・
８
％
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。
投
資

的
経
費
と
な
る
「
普
通
建
設
事

業
費
」
は
、
交
流
の
場
（
道
の

駅
）
整
備
事
業
費
の
皆
減
で

72
・
６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
と
な
る
「
物
件

費
」
も
住
宅
除
染
の
完
了
に
よ

り
、
除
染
対
策
事
業
費
が
11
億

円
強
減
少
し
た
た
め
、13
・
７
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
の
内
訳
は「
消
防
費
」

が
最
も
多
い
42
億
８
２
５
０
万

円（
構
成
比
46
・
９
％
）で
す
が
、

こ
れ
は
除
染
対
策
事
業
費
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。「
民

生
費
」は
、高
齢
者
・
障
が
い
者
・

児
童
福
祉
等
に
対
す
る
時
代
に

対
応
し
た
社
会
保
障
事
業
、
さ

ら
に
は
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

で
10
・
２
％
の
増
に
な
り
ま
す
。

「
農
林
水
産
業
費
」
は
、
加
工

施
設
整
備
事
業
、
た
め
池
放
射

性
物
質
対
策
事
業
、
森
林
再
生

事
業
等
で
51
・
６
％
の
増
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
91
億
４
０
０
０
万
円

と
は
別
に
平
成
27
年
度
か
ら
28

年
度
へ
33
億
２
０
０
０
万
円
強

を
繰
越
し
て
、
交
流
の
場
（
道

の
駅
）
整
備
事
業
、
除
染
対
策

事
業
、
地
方
創
生
加
速
化
事
業

等
を
執
行
し
ま
す
。

平成 28 年度国見町各会計予算は、3 月定例議会で議決され、4 月から執行されてい
ます。『復興・絆』『元気・活力』しんか（進化・深化）予算として「第 5 次国見町
振興計画（後期計画）」及び「国見町まち・ひと・しごと創生総合戦略」等を着実に
実践するとともに、国見の未来をつくる 5 つの目標「①東日本大震災からの早急な
復旧・復興」「②安全安心な町政の実現」「③活力ある町政の実現」「④思いやりのあ
る町政の実現」「⑤国見町の継続的な維持発展」をより「しんか（進化・深化）」さ
せる予算として編成しました。

一般会計当初予算規模の推移

歳出
（性質別）

91.4 億円

人件費

11.9 億円

扶助費
3.7 億円

公債費
4.2 億円

普通建設事業費
5.3 億円

災害復旧事業費
0.0 億円

物件費

48.7 億円

補助等費

12.1 億円

繰出金
4.2 億円

その他　

1.3 億円

総務費

7.0 億円

民生費

11.8 億円

衛生費

7.9 億円

農林水産業費
　5.2 億円

商工費

1.2 億円
土木費

3.6 億円

消防費

42.8 億円

教育費

6.6 億円

公債費

4.2 億円

その他　

1.1 億円

歳出
（目的別）

91.4 億円

義務的経費
19.8 億円

21.7%

投資的経費
5.3 億円

5.8%
その他の経費

66.3 億円
72.5%

歳入
91.4 億円

町税

8.9 億円

使用料及び手数料　1.0 億円

繰入金　3.2 億円

その他　1.6 億円

地方譲与税
各交付金
2.0 億円

地方交付税

20.5 億円

国庫支出金

5.1 億円

県支出金

45.1 億円

町債

4.0 億円

自主財源
14.7 億円

16.1%

依存財源
76.7 億円

83.9%
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① デマンド型乗合タクシー支援事業 920 万円
② 太陽光発電設備導入支援事業 120 万円
③ 歴史まちづくり推進事業 743 万円
④ 交通安全対策事業 304 万円
⑤ 新規就農者支援事業 370 万円
⑥ 人・農地プラン推進事業 465 万円
⑦ 桃穿孔細菌病対策事業 1,650 万円
⑧ 耕作放棄地再生支援事業 35 万円
⑨ 有害鳥獣対策事業 624 万円
⑩ 貝田地区県営ほ場整備事業 1,295 万円
⑪ 林業振興事業 1 億 2,092 万円
⑫ 農産物加工施設整備事業 4,000 万円
⑬ 観光力づくり支援事業 313 万円
⑭ ６次産業化ネットワーク活動事業 130 万円
⑮ 町道維持管理事業 4,553 万円
⑯ 町道整備事業 9,042 万円
⑰ 交流の場（道の駅）整備事業　※繰越明許 18 億 1,705 万円
⑱ 住宅維持管理事業 6,541 万円
⑲ 阿津賀志山防塁整備活用事業 2,400 万円
⑳ 文化財ガイダンス施設整備事業　※継続費 2,710 万円

① 町内若者交流事業 114 万円
② 生きがい対応型デイサービス事業 410 万円
③ 高齢者いきいきサロン事業 349 万円
④ 長寿健康管理事業 70 万円
⑤ 障がい者福祉事業 1 億 8,030 万円
⑥ 臨時福祉給付金事業 9,098 万円
⑦ 子ども医療費事業 4,441 万円
⑧ 健康づくり推進事業 197 万円
⑨ 健（検）診事業 1,694 万円
⑩ コミュニティ・スクール事業 30 万円
⑪ いじめ防止対策事業 18 万円
⑫ 幼小中一貫教育事業 39 万円
⑬ 学力向上対策事業 309 万円
⑭ 国見小学校校庭改修事業 2,319 万円

⑮ 県北中学校外壁及び屋上改修事業　
※一部継続費 8,548 万円

⑯ キッズフェスティバル事業 83 万円
⑰ 子どもクラブ運営事業（国見小学校） 2,273 万円
⑱ 預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 1,853 万円
⑲ 国見町・平泉町少年親善交流団事業 35 万円
⑳ 芸術文化振興事業 1,354 万円

平成 28 年度　まちづくりの主な事業

「地域資源を活かしたまち」

「人が輝くまち」

歴史まちづくり計画の推進
（阿津賀志山防塁整備活用事業）

交流・防災の拠点としての施設整備
（交流の場（道の駅）整備事業※繰越明許）

児童の健全な育成、子育て支援の充実
（子どもクラブ運営事業）

生きがいづくりや健康増進に寄与
（高齢者いきいきサロン事業）

① 町民相談室兼消費生活相談センター事業 421 万円
② 広報広聴事業 1,089 万円
③ 域学連携集落活性化事業 22 万円
④ 東京くにみ会交流事業 270 万円
⑤ ママまつり事業 470 万円

⑥ 国見町まちづくり推進協議会事業
（義経まつり等） 1,087 万円

⑦ 道の駅徹底活用プロジェクト事業　
※繰越明許 8,000 万円

⑧ 防犯対策事業 687 万円
⑨ 消防団運営事業 2,540 万円
⑩ 防災訓練事業 127 万円
⑪ 放射線対策健康管理事業 427 万円
⑫ 放射性物質吸収抑制対策事業 9,720 万円
⑬ 国見ルネサンス事業 113 万円
⑭ くにみ産業祭事業 128 万円
⑮ ため池放射性物質対策事業 7,755 万円
⑯ 町農産物ＰＲ事業 300 万円

⑰ 明日へ。復興・きずな
イルミネーション事業 300 万円

⑱ くにみ春のフードフェスタ事業 200 万円
⑲ 除染対策事業（除染及び仮置場管理等） 39 億 9,357 万円
⑳ くにみももたん広場運営事業 1,219 万円

「交流と連携のまち」

特別会計	 	 	 	 	 	 	 	

会計名 予算額 増減額
大木戸財産区特別会計 16 万円 0.0 ％
入山財産区特別会計 17 万円 0.0 ％
公共下水道事業特別会計 2 億 3,043 万円 △ 1.2 ％
後期高齢者医療特別会計 1 億 1,041 万円 △ 4.7 ％
国民健康保険特別会計 13 億 7,451 万円 △ 6.0 ％
介護保険特別会計（保険事業勘定） 11 億 2,610 万円 ＋ 3.2 ％
土地開発事業特別会計 4,550 万円 △ 8.1 ％
渇水対策施設特別会計 918 万円 ＋    19.4 ％

水道事業会計
会計名 収入予算額 支出予算額

収益的収支 2 億 5,738 万円 2 億 3,318 万円
資本的収支 2 億 3,497 万円 2 億 7,768 万円

地域課題の発見と解決に向けて
（域学連携集落活性化事業）

自助・共助の醸成と防災意識の高揚
（防災訓練事業）
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◆
退
職
団
員　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
（
3
月
31
日
付
）

　

階
級　
　
　
　

氏
名

　

団　

長　
　
　

鈴
木　

耕
治

　

分
団
長　
　
　

鈴
木　

正
則

　

副
分
団
長　
　

菅
野　

   

一

　

部　

長　
　
　

髙
橋
喜
代
志

　

副
部
長　
　
　

髙
橋　

健
一

　

副
部
長　
　
　

志
村　

浩
雄

　

班　

長　
　
　

菊
地 　

  

隆

　

団　

員　
　
　

渡
邊　

智
徳

　

団　

員　
　
　

高
橋　

忠
好

　

団　

員　
　
　

佐
藤　

政
浩

　

団　

員　
　
　

寺
島　

健
治

　

団　

員　
　
　

佐
久
間
克
則

　

団　

員　
　
　

岩
崎　

翔
太

　

団　

員　
　
　

松
浦　

政
浩

◆
新
入
団
員　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
（
4
月
1
日
付
）

第
1
分
団
1
部 

松
本　

剛
次

第
1
分
団
1
部 

安
孫
子
伸
吾

第
1
分
団
2
部 

安
藤　

隆
之

第
1
分
団
2
部 

赤
坂　
　

稔

第
1
分
団
3
部   

高
原　

雅
人

第
1
分
団
3
部   

高
野　

雄
太

第
4
分
団
1
部 

小
林　

道
広

第
4
分
団
2
部 

鈴
木　

伸
也

第
5
分
団
1
部 

髙
橋　

和
志

第
5
分
団
2
部 

長
谷
川
泰
弘

第
5
分
団
3
部 

阿
部　

俊
和

町
の
安
全
を
守
る

国
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

国
見
町
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
4
月
1
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
3
年
間

消
防
団
長
の
任
務
を
全
う
し
、

火
災
予
防
に
ご
尽
力
さ
れ
た
鈴

木
耕
治
さ
ん
ほ
か
退
職
団
員
13

人
に
退
職
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
太
田
町
長
か

ら
新
消
防
団
長
の
佐
藤
誠
さ
ん

へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
副
団
長
の
村
上
信
夫

さ
ん
ほ
か
階
級
異
動
団
員
、
再

任
団
員
、
新
入
団
員
へ
佐
藤
団

長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新

体
制
で
の
「
火
の
守
り
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

転入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転出・退職
学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職名 氏名 前任校 学校名 職名 氏名 新任校
国見小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長 阿部　雅好 川俣小 国見小 校長 酒井　隆志 掛田小

〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教頭 高橋　正浩 半田醸芳小 〃 教頭 堀部　　誠 渡辺小（校長）
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 高橋　扶美 堰本小 〃 教諭 佐々木祐子 堰本小
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 北澤　久美 新採用 〃 教諭 二階堂　宏 御山小

県北中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教頭 吉澤　　勉 檜枝岐中 〃 教諭 遠藤　久美 柱沢小
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 宍戸　要範 松陽中 〃 教諭 渋谷　　要 富田小
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 玉上　英美 桃陵中 県北中 教頭 吉田　牧子 大野中（校長）
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 永田　秀一 梁川中 〃 教諭 中田　幸司 伊達中
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 穂積　隆志 大鳥中 〃 教諭 三浦　良雄 退職
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 髙野　靖紀 福島養護学校 〃 主任栄養技師 鈴木久美子 退職
〃　　　　　　　　　　　　　　　　栄養教諭 上原子昌代 西信中 教育委員会 指導主事 齋藤　雅敏 山岡小（校長）

町
職
員
定
期
人
事
異
動

　

平
成
27
年
度
で
退
職
す
る
職

員
へ
の
辞
令
交
付
が
3
月
31
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
28
年
度
定
期
人
事
異
動
に
よ

る
辞
令
交
付
が
4
月
1
日
に
行

わ
れ
、
新
採
用
職
員
も
辞
令
の

交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

●
退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

遠
藤　

喜
正

　
（
参
事
兼
上
下
水
道
課
長
）

菊
地　

富
子

　
（
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
会

　

  

計
課
長
）

蓬
田　

恭
子

    （
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
保
健

       
係
長
）

齋
藤　

雅
敬

　
（
住
民
生
活
課
主
任
主
査
）

小
野　

知
恵

　
（
く
に
み
幼
稚
園
教
諭
）

町
教
職
員
の
異
動

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
採
用
職
員（
4
月
1
日
付
）

4 月からまちづくり交流課
の執務室が変わります

　まちづくり交流課の執
　務室が役場庁舎 2 階か
　ら 3 階へ移動しました。

辞令を受ける佐藤誠団長

武田　みやび
（藤田保育所）

一條　千鶴
（くにみ幼稚園）

佐藤　梨沙
（くにみ幼稚園）

	 	 	 	 	

　　　　　　　　	 	 	 	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町長　太田久雄　　　副町長　佐藤弘利　　　教育長　岡崎忠昭　　　　　　　　　　　　　　平成 28 年 4 月 1 日

課　　名 参事及び課長 主幹及び 
課長補佐

係　　名 
( 直通電話 ) 係　　長 係　　　員

総務課 菅野信朗 

（町民相談室長）

補佐　安藤充輝

( 補佐　大勝宏二 )

補佐　佐藤智昭

庶務係 
585-2111 （安藤充輝） 佐藤孝法　　五十嵐佐和　　佐々木浩典

財政係 
585-2114 ( 佐藤智昭 ) 後藤拓太　　服部琢弥

文書広報係 
585-2113 佐藤温史 蓬田祐子

町民相談室 
585-2160 課長兼務 　

（福島県後期高齢者医療広域連合派遣　大勝宏二）（県派遣　戸田良樹）

企画情報課 菊地弘美

総合政策室 
585-2217 藤田真由美 村木貴紀　　車田沙織

情報統計係 
585-2927 豊野好洋 羽田雄磨

歴史まちづくり推進室 
585-2967 木村恒夫 加藤朋子

税務課 松浦昭一 主幹　佐藤光男

課税係 
585-2778 ( 佐藤光男 ) 松野雪子　　板垣慶太　　佐久間法仁　　菊地秀駿

収納係 
585-2780 半澤一隆 齋藤由理　　横山彰

住民生活課 吉田義勝

戸籍係 
585-2115 実沢美代子 大津香織　　佐久間梨奈　

住民防災係 
585-2116 榊　英則 佐藤あゆみ　　加藤克洋

保健福祉課 武田正裕

   補佐　

東海林八重子 

補佐　渡邊和巳

保健係 
585-2783 野村康宏 大内　恵　　阿部晃子　　佐藤理加　

国保係 
585-2785 （渡邊和巳） 石神義樹　　菅野尚基

社会福祉係 
585-2793 黒田典子 佐藤和也　　紺野由美　

長寿介護係 
585-2125 （東海林八重子） 高橋由香里　　宍戸美穂

産業振興課 佐藤克成
主幹　佐久間正

補佐　実沢隆之

産業振興係 
585-2986 ( 実沢隆之 ) 半澤一男　　鈴木　巧　　滝澤瑞希　　( 舟山　将 )

農地整備係 
585-2228 佐藤智宏 佐藤貴浩

農業委員会 ( 局長　佐藤克成 ) ( 主幹　佐久間正 ) 農業委員会 
585-2890 ( 佐久間正 ) 舟山　将

まちづくり 

交流課
参事　引地　真

道の駅準備室 
585-2132 中條伸喜 伊藤修一　　鈴木亮一　　佐久間悟　　齋藤孝夫

商工観光係 
585-2238 中野敬一 佐藤　光

建設課 阿部正一 補佐　村上幸平

建設係 
585-2971 ( 村上幸平 ) 徳江雄太　　佐藤貴裕　　

管理係 
585-2972 鴫原貴史 宮城昭三　　関口七実　　二瓶一臣　

上下水道課 澁谷康弘 補佐　阿部善徳

水道係 
585-2997 大竹由樹 鈴木雅也　　村上智衣　　

下水道係 
585-2984 ( 阿部善徳 ) 吾妻健一　

原発災害 
対策課 蓬田英右 補佐　宍戸浩寿 原発災害対策係 

585-2158 ( 宍戸浩寿 ) 鑓水竜一　　徳江宏行

会計課 会計管理者 
黒木浩子

出納係 
585-2700 石澤　廣 長澤智美

議会事務局 参事　羽根田孝司 585-3295 横山裕子

( 教育委員会 ) 

学校教育課

教育次長 
( 学校教育課長 ) 
参事　引地由則

学校教育係 
585-2892 黒澤敦子 大栗知子

給食センター 
529-1551 所長　村上正幸

( 教育委員会 ) 

幼児教育課
中田利枝

幼児教育係 
585-2119 小野笑子 高橋直也

くにみ幼稚園 
585-2882 副園長　鑓水伸江 幕田　希　　遠藤枝里　　八巻翔子　　佐藤梨沙　　

小川めぐみ　一條千鶴　　梅谷思保　　　
藤田保育所 
585-2374

所長　阿部正子 
副所長　菊地啓子

清野真純　　羽田里美　　中田千尋　　小椋理沙　　
武田みやび

( 教育委員会 ) 

生涯学習課
羽根洋一 

( 公民館長 )

生涯学習係 
585-2676 大勝晴美 大栗行貴　　佐藤　匠

文化スポーツ係 
585-2676 八島　章 松浦昭太

国見町職員組織表
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奥
州
街
道
ど
真
ん
中
！　

く
に
み
春
の

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
で
3
回
目
の
開
催
と
な

る
「
奥
州
街
道
ど
真
ん
中
！　

く
に
み
春
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
」
が
3
月
6
日
、
藤
田
商
店

街
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
は
、
東
日

本
大
震
災
で
〝
食
〟
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
経
験
か
ら
、
震
災

を
風
化
さ
せ
ず
、改
め
て
〝
食
〟

に
感
謝
す
る
意
味
を
込
め
て
、

震
災
後
毎
年
3
月
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
県
内
外
か

ら
地
域
の
特
色
あ
る
ご
当
地
グ

ル
メ
62
店
が
出
店
し
、
来
場
者

は
各
地
自
慢
の
味
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
域
学
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
桜
の
聖
母
短

期
大
学
食
物
栄
養
専
攻
の
学
生

に
よ
る
食
育
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

1
月
に
行
っ
た
貝
田
地
区
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と

に
、
学
生
が
作
っ
た
「
国
見
食

育
カ
ル
タ
」
や
「
福
島
県
食
育

す
ご
ろ
く
」
な
ど
が
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。
可
愛
ら
し
い
イ
ラ
ス

ト
の
教
材
に
、
集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
く
郷
土
食
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ふ
く

し
ま
ボ
ン
ガ
ー
ズ
「
パ
チ
ッ
コ

リ
ン
」
の
テ
ン
ポ
の
良
い
進

行
の
も
と
、
内
谷
春
日
神
社

の
太
々
神
楽
や
よ
さ
こ
い
踊

り
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
町

商
工
会
青
年
部
企
画
に
よ
る
国

見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い
選
手
権
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
権
に
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加

し
、
国
見
バ
ー
ガ
ー
を
勢
い
よ

く
ほ
お
ば
る
姿
に
、
観
客
か
ら

は
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
に

も
多
く
の
人
が
来
場
し
、
思
い

思
い
に
〝
食
〟
を
楽
し
ん
だ
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

①白熱した国見バーガー早食い選手権　②たくさんの人が来場しました　③桜の聖母短大生による食育コーナー

① ② ③

東
日
本
大
震
災
を
考
え
る

　

町
民
の
つ
ど
い

　

東
日
本
大
震
災
を
考
え
る
町

民
の
つ
ど
い
が
3
月
12
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
5
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
鈴
木
耕
治
消

防
団
長
と
安
田
節
子
赤
十
字
奉

仕
団
委
員
長
が
震
災
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
話
し
、
町
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
河
津
賢
澄
さ
ん
か

ら
県
内
の
放
射
線
量
の
推
移
に

関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
が
町
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

を
説
明
し
、「
ふ
た
り
」
の
応

援
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ふ
く
し
ま
復
興
大
使

の
佐
藤
彩
花
さ
ん
か
ら
復
興
宣

言
が
あ
り「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ（
進

化
・
深
化
）」
し
続
け
る
町
を

目
指
す
こ
と
を
参
加
者
で
確
認

し
ま
し
た
。

①当時を振り返る鈴木さん、安田さん　②会場が一体となったライブ　③力強い復興宣言
① ② ③

第
20
回
　

　
国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

　

国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
3
月
16
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
１
６
５
点
（
55
人
応
募
）
の
中
か
ら
、審
査
委
員
長
の
六
角
宥
子
さ
ん
（
二

科
会
写
真
部
会
員
）
ら
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
。
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
21
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細

は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【イベント、歴史・文化部門】　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
賞 作　　品　　名 氏　名 住所

最優秀賞 未来の国見子 佐藤尚久 国見町
優秀賞 おとぎの く・に・み 樋口武士 福島市
優秀賞 街に咲く花 長谷川健一 伊達市

福島民報社賞 秋の夜空のファンタジィ 後藤徳良 国見町
福島民友新聞社賞 いざ出陣 近藤正男 桑折町

入賞 内谷太々神楽「言代の舞」 須田悦弘 郡山市
入賞 主役の出陣 菊地美雄 福島市
入賞 きれいだね 斎藤アイ子 国見町
入賞 祭りの最終章 武田幸吉 国見町
入賞 若衆の大きな輪 鈴木俊博 国見町
佳作 福を求めて 丹治美知夫 福島市
佳作 国見の子供 遠藤英次 伊達市
佳作 義経祭り・密集なぎなた隊 秦　　宏 国見町
佳作 神の舞 佐藤敏子 国見町
佳作 ジャンプ 坂本礼三 福島市

【四季・風景部門】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
賞 作　　品　　名 氏　名 住所

最優秀賞 藤見ごろ 近藤正男 桑折町
優秀賞 青空の下で何想う 中込　隆 福島市
優秀賞 夜明けのシンフォニー 佐藤克彦 国見町

福島民報社賞 収穫の頃 菅野美子 伊達市
福島民友新聞社賞 徳江の大地でとれたよ 八巻忠一 国見町

入賞 国見町観月台初秋 渡邉源一 二本松市
入賞 夏の恵み 小林正義 石川町
入賞 あじさいの小路 穂積　博 桑折町
入賞 満開の観月台 長谷川金治 千葉県
入賞 桜満開夕まぐれ 佐藤武宣 国見町
佳作 根岸の桜 佐藤尚久 国見町
佳作 越冬柿 秋葉克彦 伊達市
佳作 豊かな国見 角田榮子 国見町
佳作 深山神社の大フジ 小田島守明 郡山市
佳作 やすらぎ 舟山俊弘 伊達市

佐藤尚久『未来の国見子』 近藤正男『藤見ごろ』

最優秀賞に佐藤尚久さん、近藤正男さん
　テーマ

　
『いいね！くにみ　私が見つけた国見の魅力』
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あんぽ柿の全量非破壊検査の結果をお知らせします
　あんぽ柿の全量非破壊検査は、モデル地区での再出荷後 3 年目を迎えました。昨年 11 月から実施し
た平成 27 年産あんぽ柿の検査結果は次のとおりです。26 年産の検査数 330,056 トレーに対し約 50%
の増加となりましたが、震災前の出荷量約 200 トンに比べると 50% 程度の出荷量にとどまっています。
町では、今後とも県及び産地振興協会と連携を図りながらあんぽ柿の産地再生に努めていきます。

　【検査数】491,736 トレー（61,467 箱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国見検査場最終

品種別　　　　　　　　　　　　　　　　測定下限値未満
（25Bq/㎏未満）

基準値以下
（25 ～ 50Bq/㎏）

基準値超過　
（50Bq/㎏超過） 合計

合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　478,647　　　　　12,753　 　　　　　336　 　　　491,736　
　※基準値を超過したものは、福島県が隔離処分しました。

◆問い合わせ　産業振興課産業振興係　☎ 585-2986

平成 28 年度原発事故対応
　に係る主な事業について

　東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議役員会
が 3 月 29 日開催され、これまでの活動経過を報告する
とともに、新年度の事業推進について協議しました。
　平成 28 年度事業は、道路除染、森林（生活圏）除染、
水道施設の除染等について進めることとしており、墓
地（通路）や里山等の除染についても検討していきます。
　また、県北浄化センター下水汚泥については、仮設

平成 28 年度の主な事業について
○　除染対策について
　・ 道路除染　100㎞を目標に実施。 
　・ 森林（生活圏）除染　森江野方部 5ha を目標に実施。
　・公共施設（水道施設）の除染　水道施設 25 箇所を実施。
　・住宅除染後継続モニタリング　平成 27 年度町内会長の住宅を年 1 回測定。
　・墓地（通路）の除染を検討。
　・住居周辺の里山等の森林で、森林内の人々の憩いの場や日常的に人が立ち入る場所の除染を検討。
　・ため池の放射性物質対策の実施。
○  県北浄化センター下水汚泥対策について
　・ 仮設汚泥乾燥施設で処理後、飯館村へ搬出。
　・ 臭気測定等の継続、仮設汚泥乾燥施設の監視。
○　健康管理事業について
　・ ガラスバッジによる外部被ばく検査、ホールボディカウンターによる内部被ばく検査、及び健康
　　診断への検査項目の追加等
○　農作物等の風評被害対策について
　・ 町長のトップセールスを主体とした、町産品のＰＲ活動、情報発信等を積極的に展開。
　・ 一層の信頼性の向上と、安全・安心の確保のため、米の全量全袋検査、あんぽ柿全量非破壊検査
　　の継続した取り組み。
　・食の安全・安心のため、放射能簡易分析測定の継続実施。非破壊式測定器の活用。
     ・道の駅を核とした複合交流施設の開業に向け、６次化商品の開発、販路開拓、運営方法の検討を
        進め、国見型の道の駅を作り上げる。

汚泥乾燥施設で 1 日当たり約 60 ｔを処理し、減容化して飯館村に搬出することとしております。その
ほか、健康管理事業や農作物等の風評被害対策についても積極的に取り組むことを決定しました。
　環境省による中間貯蔵施設への次期輸送については、保育所や幼稚園、県北中学校に埋設保管してい
る除去土壌等を基本に搬出することとしております。

・代表者　佐久間百合子
・活動日　毎月第 2 月曜日
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 14 人
・会　費　 10,000 円 / 年 
・連絡先　☎ 585-5571

−プロフィール−
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くにみ短歌会

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
歓
声

が
湧
い
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

佐
久
間
会
長
か
ら
の
「
漢
字
の

学
習
」
の
時
間
も
あ
り
、
正
し

い
漢
字
の
書
き
順
な
ど
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

短
歌
の
勉
強
が
終
わ
る
と
、

お
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
楽

し
い
会
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

勉
強
会
は
終
了
し
ま
す
。

　

作
っ
た
作
品
は
、
町
の
文
化

祭
や
郵
便
局
で
展
示
し
、
発
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
大

会
に
出
品
し
て
い
る
会
員
も
い

て
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

取
材
を
通
し
て
、
短
歌
会
の

み
な
さ
ん
の
観
察
力
の
鋭
さ
や

感
性
の
豊
か
さ
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
普
段
見

落
と
し
が
ち
な
風
景
に
目
を
向

け
、
季
節
の
情
景
や
草
花
の
力

強
さ
、
人
の
温
か
さ
を
短
歌
で

表
現
し
、
伝
え
て
い
ま
し
た
。

勉
強
会
も
堅
苦
し
く
な
く
、
笑

い
声
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
雰

囲
気
で
行
わ
れ
て
い
て
、
会
の

雰
囲
気
が
、
そ
の
ま
ま
歌
に
も

表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
い
人
は
、
一
度
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

く
に
み
短
歌
会
は
昭
和
58
年

に
結
成
さ
れ
た
歴
史
あ
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　

短
歌
会
の
活
動
は
毎
月
1
回

集
ま
り
、
福
島
県
き
び
た
き
短

歌
会
の
齋
藤
昭
夫
先
生
指
導
の

も
と
、
み
ん
な
で
勉
強
会
を
し

て
い
ま
す
。勉
強
会
で
は
、作
っ

て
き
た
短
歌
を
一
人
一
人
発
表

し
、
作
品
の
良
い
と
こ
ろ
を
み

ん
な
で
共
有
し
ま
す
。
ま
た
、

齋
藤
先
生
か
ら
の
丁
寧
な
指
導

や
講
評
が
あ
り
、
作
品
を
よ
り

良
い
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。

先
生
が
少
し
修
正
す
る
と
、
作

品
が
整
い
、
短
歌
の
情
景
が
よ

り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
り
、
会

そら組

くにみ幼稚園
「もうすぐ 1 年生」

ひかり組
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▲ 3 月 11 日　県北中学校

▼ 3 月 18 日　くにみ幼稚園

▲ 3 月 19 日　藤田保育所

▼ 3 月 23 日　国見小学校

卒業・修了おめでとうございます
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婚活や結婚支援について理解を深めた参加者

　仮設住宅入居者は 3 月 2 日、上野台仮設住宅談話室でお茶
会を開きました。
　お茶会には、もえぎの会（菅井昭子会長）のみなさんも参
加し、大正琴を演奏しました。お馴染みの歌謡曲が演奏され
ると、入居者のみなさんは一緒に歌を歌ったり、手拍子をし
ながら楽しいひとときを過ごしました。

放水訓練に取り組む消防団員

　国見町社会福祉協議会（太田久雄会長）主催の講演会が 3
月 10 日、観月台文化センターで行われました。
　講師のにいがた災害ボランティアネットワーク事務局長で
ある李仁鉄さんは、災害時のボランティアは様々であり、近
くの人が困っていることに気づき、声をかけることがいちば
ん大切なボランティアだと講演しました。

災害に強いまちは信頼関係から
　社会福祉協議会福祉講演会

大正琴の音色が響き渡ったお茶会

ご近所との信頼関係の大切さを伝える李さん

大正琴の優雅な演奏
　上野台仮設住宅

安全・安心な町を目指して

地域の防犯を考える
　板橋南町内会で防犯カメラ設置
　板橋南町内会（蒲倉孝会長）は、地域住民の安全・安心と
地域の抑止力向上のため防犯カメラを整備し、2 月 27 日から
稼働しました。
　防犯カメラ設置条例が定められてから、町内で初めての設
置であり、蒲倉町内会長は「地域の人が自ら安全や安心を考
えるきっかけにしてもらいたいです」と話していました。

多様化する結婚観について考える
　結婚シンポジウム

防火の誓い新たに
　町消防団初午行事
　国見町消防団（鈴木耕治団長）は 3 月 13 日、初午行事を行い、
町内水利箇所の点検や町内各世帯への防火呼びかけなどを実
施しました。
　第 2 分団（宍戸嘉美分団長）では、昨年 5 月に開庁した役
場庁舎への放水訓練を実施し、非常時の備えを再確認しまし
た。

　スマイル国見若人の会（大和田健智会長）主催の結婚シン
ポジウムが 3 月 13 日、小坂農村総合管理センターで行われま
した。
　パネルディスカッションでは福島大学の千葉悦子教授を
コーディネーターに NPO 全国地域結婚支援センター代表の板
本洋子さんらが参加し、結婚観などについて議論しました。全国大会に出場する岩城さん（左）と引地さん（右）

青少年育成町民会議奨励金交付
　奨励金交付式が 3 月 23 日、観月台文化センターで行われま
した。

【第 27 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会出場】
岩城綾音（中 1）【第 1 回全国ミズノカップジュニア選抜ソフ
トテニス選手権大会出場】岩城綾音（中 1）、引地佑菜（中 2）【第
41 回全日本高等学校選抜ソフトテニス大会出場】佐藤未来（高
2）（欠席）

　町商工会青年部 50 周年記念事業が 3 月 20 日、観月台文化
センターで開催されました。
　ステージでは「和雅美太鼓」の演奏や「923Mo‘SKILS」によ
るヒップホップダンス、SPEED の今井絵理子さんによるトー
クショーが行われました。参加者は記念事業を楽しみながら、
青年部設立 50 周年を祝いました。

NEVER　CHANGE　KUNIMI　ism
　国見町商工会青年部設立 50周年

ステージを盛り上げた 923Mo‘SKILS

　小坂まちづくりの会（小坂和也会長）は 3 月 19 日、早川
博明福島県立美術館長による講演会を小坂農村総合管理セン
ターで開催しました。
　4 月から県立美術館で始まる「フェルメールとレンブラント」
展に合わせて講演が開かれ、早川館長は、光の画家フェルメー
ルの偉大さや絵の特徴を分かりやすく解説しました。

世界の名画について学ぶ
　小坂まちづくりの会講演会

左から太田町長、村上さん、八島さん、朽木勝之会長

講演する早川館長

金子社長から目録キーを受け取る太田町長

電気自動車をもっと身近に
　日産が電気自動車を貸与

　日産サティオ福島（金子與人社長）は電気自動車の普及を
進めるため、町へ電気自動車 1 台を貸与し、3 月 14 日、国見
町役場で貸与式が行われました。
　貸与式で太田久雄町長は「環境にやさしいまちづくりに向
け、十分に利活用していきます」とあいさつしました。電気
自動車「ｅ ‐ ＮＶ２００」は 3 年間無償で町に貸与されます。

国見町新任農業委員
　へ辞令交付　

　ＪＡふくしま未来の発足による異動にともない 3 月 18 日、
新たに町農業委員に就任した村上義敬さんに太田久雄町長か
ら辞令が交付されました。
　また、今回の異動により退任された八島富一さんには太田
町長から感謝状が贈呈されました。八島さんは 3 期 7 年に渡
り委員を努め、町の農業振興に尽力されました。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年 2 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 8 月生まれ）

6 月 30 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

6 月 8 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課に電話でお申し込みください。　　　　　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 1 歳 6か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 26 年    9 月   1 日から
平成 26 年 11 月 30 日生まれの幼児

6 月 16 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

児
こ じ ま な つ き

島奈津希ちゃん 井
い さ ご い お と

砂衣音ちゃん 樋
ひ ぐ ち こ う だ い

口航大ちゃん

齋
さ い と う り ん か

藤凛香ちゃん 橘
きつないたいよう

内太陽ちゃん

健
けんこう

口キッズ

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

麻しん・風しん（ＭＲ）
　予防接種を受けましょう！

１．平成 28 年度対象者
　　第 1 期　　1 歳から 2 歳未満の方
　　第 2 期　　平成 22 年 4 月 2 日から平成 23 年 4 月 1 日までに生まれた方
　　※第 2 期の接種期間は、平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日です。
２．接種方法
　　県内の実施医療機関に予約をして、次のものを持参し、接種してください。
　　・母子健康手帳
　　・麻しん風しん混合予防接種予診票（出生届出時に配布しています）
　　・保険証

　2 月 18 日に実施した 3 歳 6 か
月児健診で、むし歯が 1 本もな
かったお子さんたちです。

八
や ま き の あ

巻希空ちゃん 八
や し ま さ く ら こ

島桜子ちゃん

鈴
す ず き は や せ

木颯晟ちゃん 森
もり

　敬
た か や

哉ちゃん 伊
い と う の の か

東希夏ちゃん 吉
よ し だ る か

田凌海ちゃん
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太
陽
光
発
電
設
備
へ
の

補
助
を
継
続
し
ま
す

　
　

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
の
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
す
る
方
へ
設
置

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
設
備　

次

の
①
か
ら
③
の
全
て
を
満
た
す

も
の
①
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
送
電
で
き
る
よ
う
、
設
備
を

商
用
電
力
と
連
系
し
て
い
る
も

の
②
設
備
の
最
大
出
力
が
10
Ｋ

Ｗ
未
満
で
あ
る
も
の
③
申
請
時

に
お
い
て
未
使
用
の
設
備

▼
補
助
金
の
額　

太
陽
電
池
容

量
の
最
大
出
力
値
1
Ｋ
Ｗ
あ
た

り
2
万
円
（
上
限
10
万
円
）

▼
補
助
対
象
者　

次
の
①
か
ら

④
の
全
て
を
満
た
す
方
で
、
平

成
29
年
2
月
28
日
ま
で
に
設
置

工
事
が
完
了
す
る
方
①
国
見
町

内
に
自
ら
が
居
住
し
て
い
る
又

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
に

対
象
と
な
る
設
備
を
設
置
す
る

方
、
又
は
対
象
と
な
る
設
備
が

設
置
さ
れ
た
町
内
の
住
宅
等
を

購
入
し
、
居
住
し
よ
う
と
す
る

方
②
申
請
年
度
内
に
、
電
力
会

社
と
太
陽
光
発
電
余
剰
電
力
の

受
給
を
開
始
し
た
方
③
町
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
方
④
過
去

に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
関

し
て
、
町
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方

※
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ

れ
た
中
古
住
宅
を
購
入
す
る
場

合
は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

補
助
金
が
予
算
の
上
限
に
達
し

た
場
合
は
補
助
を
打
ち
切
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
書
類

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
企
画
情
報
課
総
合
政
策
室

☎
５
８
５
‐
２
２
１
７

軽
自
動
車
税
が
変
わ
り

ま
す　

　

毎
年
4
月
1
日
現
在
所
有
の

軽
自
動
車
等
を
対
象
と
し
て
課

税
と
な
る
軽
自
動
車
税
は
、
税

制
改
正
に
伴
い
、
税
率
が
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。
平
成
28

年
度
納
税
通
知
書
は
、
5
月
中

旬
に
発
送
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

車　　　　種 改正前（現行税率）
平成 27 年度まで

改正後（新税率）
平成 28 年度から

原動機付

自転車

50㏄以下 1,000 円 2,000 円
50㏄超 90㏄以下 1,200 円 2,000 円
90㏄超 125㏄以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
自動車

農耕用 1,600 円 2,400 円
その他 4,700 円 5,900 円

軽二輪車 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
二輪小型自動車 250㏄超 4,000 円 6,000 円

車種 ①現行税率 ②新税率 ③重課税率
④軽課（グリーン化特例）
ア イ ウ

軽三輪車 3,100 円 3,900 円 4,600 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

軽四輪車

乗用
自家用 7,200 円  10,800 円 12,900 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

①車検証の初度検査年月が平成 15 年から平成 27 年 3 月 31 日の車両　②車検証の初度検査年月が平成 27 年 4 月 1
日以後の車両。ただし④に該当する車両を除く　③新規登録後 13 年を経過した車両。平成 28 年度については車検
証の初度検査年月が平成 14 年以前の車両。ただし、燃料の種類が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・
ガソリン電気併用の軽自動車、および被けん引車を除く　④車検証の初度検査年月が平成 27 年 4 月 1 日から平成
28 年 3 月 31 日までの車両で次の基準に適合する車両
　【軽乗用車】ア：電気自動車および天然ガス自動車（平成 21 年排ガス規制 NO ｘ 10％以上低減達成車）　イ：平
　成 17 年排ガス基準 75％低減達成車で平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成車　ウ：平成 17 年排ガス基準 75％低減
　達成車で平成 32 年度燃費基準達成車【軽貨物車】ア：電気自動車および天然ガス自動車（平成 21 年排ガス規制
　NO ｘ 10％以上低減達成車）　イ：平成 17 年排ガス基準 75％低減達成車で平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車　
　ウ：平成 17 年排ガス基準 75％低減達成車で平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車　　

※
平
成
29
年
度
以
降
の
税
率
に

つ
い
て
は
今
後
の
税
制
改
正
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
税
務
課
課
税
係

☎
５
８
５
‐
２
７
７
８

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
閲
覧
と
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
　

平
成
28
年
度
に
係
る
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

①
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲

覧▼
期
間　

4
月
1
日
金
か
ら
通

年
（
4
月
中
に
限
り
手
数
料
無

料
）

②
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧

▼
期
間　

4
月
1
日
金
か
ら
5

月
2
日
月
ま
で

▼
閲
覧
（
縦
覧
）
で
き
る
方　

納
税
義
務
者
等

▼
必
要
な
も
の　

申
請
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（ 

運
転
免
許
証
等
）、
認
印

　

な
お
、
平
成
28
年
度
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
は
、
4
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。

問
税
務
課
課
税
係

☎
５
８
５
‐
２
７
７
８

学
生
の
国
民
年
金
保
険

料
猶
予
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
す

る
と
、
そ
の
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
過
去
の
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

追
納
（
後
払
い
）
す
る
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
】

　

平
成
28
年
度
分
の
学
生
納
付

農業委員会からの
お知らせ

　4 月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。

　◆日　時　4 月 20 日水　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場　
　　　　　　2 階　大会議室

　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

特
例
の
申
請
は
4
月
か
ら
受
付

開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
年
金
手
帳
、
学

生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

書
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
保

健
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
に
お
い

て
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
28
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
ハ
ガ
キ
形
式
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
3
月

末
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
は
学
生

納
付
特
例
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
国
保
係　
　

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

東
北
福
島
年
金
事
務
所

☎
５
３
５
‐
０
１
４
１

第
21
回
国
見
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

今
年
度
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。作
品
は「
イ

ベ
ン
ト
、歴
史
・
文
化
」「
四
季
・

風
景
」
の
2
部
門
を
募
集
し
ま

す
。
申
込
用
紙
は
現
在
作
成
中

の
た
め
、
6
月
上
旬
に
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
企
画
情

報
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
応
募
作
品　

各
部
門
1
人
3

点
ま
で
。
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４

Ｐ
Ｗ
（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
）
ま

た
は
Ａ
４
版
。
平
成
28
年
4
月

以
降
撮
影
の
も
の
に
限
る
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
作

品
も
可
能
で
す
が
、
組
写
真
、

合
成
写
真
は
不
可
と
し
ま
す
。

問
企
画
情
報
課
総
合
政
策
室

☎
５
８
５
‐
２
２
１
７

山
野
草
展
示
会

　

今
年
も
山
野
草
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

5
月
14
日
土
・
15
日

日
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

国
見
町
大
字
貝
田
字

石
畑
地
内
（
国
道
4
号
を
仙
台

方
面
に
大
木
戸
駐
在
所
を
左
折

し
て
約
２
０
０
ｍ
）

問
貝
田
山
野
草
愛
好
会　

吉
田

☎
０
８
０
‐
１
８
３
７
‐

９
６
９
３

くらしの情報
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「心配ごと相談」
  　 開催日　  5 月 12 日木、26 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　5 月 17 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

5 月の
相談会

貝
田
宿
さ
く
ら
ま
つ
り

　

貝
田
地
区
で
は
、
毎
年
恒
例

の
貝
田
宿
さ
く
ら
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
こ
ど
も

神
輿
・
山
車
が
町
内
を
運
行
し
、

秋
葉
神
社
境
内
で
は
、
招
福
・

七
福
神
踊
り
の
披
露
、
山
野
草

展
示
即
売
会
や
飲
食
物
な
ど
が

出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

4
月
17
日
日
午
前
10

時▼
会
場　

貝
田
秋
葉
神
社
境
内

問
貝
田
宿
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行

委
員
会　

阿
部

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間　

7
月
1
日

か
ら
1
年
間

▼
定
員
等　

1
人
。
20
歳
以
上

で
、
担
当
区
間
付
近
に
居
住
の

方▼
区
間　

阿
武
隈
川
（
梁
川
橋

か
ら
徳
江
大
橋
）
及
び
広
瀬
川

（
阿
武
隈
川
合
流
点
か
ら
広
瀬

橋
（
阿
武
隈
急
行
）
付
近
）

▼
業
務
内
容　

巡
回
に
よ
る
不

法
投
棄
等
の
情
報
収
集
、
地
域

住
民
の
要
望
収
集
、
川
を
愛
す

る
心
の
普
及
啓
発
、
月
1
回
の

報
告

▼
申
込
期
限　

5
月
9
日
月

（
必
着
）
ま
で
に
必
要
事
項
（
要

問
い
合
わ
せ
）
を
記
載
し
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
９
６
０
‐
８
５
８
４　

福
島

河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
５
３
９
‐
６
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
４
６
‐
８
８
５
２

検
察
審
査
会
へ
の
申
立

て
　

も
し
も
あ
な
た
が
、
相
手
方

の
一
方
的
な
責
任
に
よ
る
交
通

事
故
で
大
け
が
を
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
何
の
刑
事
処
分
も

受
け
な
か
っ
た
ら
…
。

　

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が

適
正
に
起
訴
を
行
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
国
民
の
一
般
的
な
良

識
と
視
点
に
よ
っ
て
確
認
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中

か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
11
人

の
検
察
審
査
員
が
、
被
害
者
か

ら
の
申
立
て
の
あ
っ
た
事
件
な

ど
に
つ
い
て
、
検
察
官
が
加
害

者
を
裁
判
に
掛
け
な
い
処
分

（「
不
起
訴
処
分
」
と
い
い
ま

す
。）に
し
た
こ
と
が
正
し
か
っ

た
の
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

審
査
の
申
立
て
や
申
立
て
の

相
談
に
は
、
費
用
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
５
３
４
‐
２
３
８
４

第
5
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
福
島

の
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
で
は
、

福
島
の
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
テ
ー
マ　
「
福
島
の
桜
」

▼
応
募
作
品　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
つ
切
り

▼
応
募
点
数　

1
人
3
点
ま
で

▼
応
募
締
切　

5
月
20
日
金
必

着▼
応
募
先　

〒
９
６
０
‐

８
５
８
８　

福
島
市
早
稲
町
１

‐
２　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局

「
福
島
の
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
係

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局

☎
５
２
６
‐
４
６
６
０
（
平
日

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
6

時
）

平
成
28
年
度
東
北
地
区

国
立
大
学
法
人
等
オ
ー

プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
で

は
、
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

平
成
28
年
度
試
験
の
受
験
資
格

が
あ
る
人
（
昭
和
61
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
を
対

象
と
し
ま
す
の
で
、
国
立
大
学

法
人
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
福
島
市
】

▼
日
時　

4
月
27
日
水
午
後
3

時
か
ら
午
後
5
時

▼
会
場　

福
島
大
学　

共
通
講

義
棟
Ｍ
１
教
室

【
仙
台
市
】

くらしの情報

　　
　　人口　　  9,595 人　（+5）
　　  男　　    4,626 人　（+8）
     　 女　         4,969 人　（△ 3）　
　    世帯　  　3,405 世帯（+6）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 2 月 29 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 4 月 14 日、21 日、28 日
　　　　　　　　     5 月 12 日、  19 日、26  日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
2 月 21 日～ 3 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

▼
日
時　

4
月
29
日
金
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分

▼
会
場　

東
北
大
学　

川
内
北

キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
Ｃ

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム　

職
員
採
用
試

験
の
概
要
及
び
採
用
ま
で
の
流

れ
に
つ
い
て
・
各
大
学
の
概
要

及
び
業
務
内
容
に
つ
い
て
・
先

輩
職
員
の
体
験
談
・
職
員
に
よ

る
個
別
相
談
会
な
ど

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採

用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
‐
２
１
７
‐

５
６
７
６

広
報
取
材
で
の
個
人
情

報
の
取
り
扱
い

　

国
見
町
で
は
、
町
の
事
業
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
み
な
さ

ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
広
報

紙
発
行
な
ど
の
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
写
真

や
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
材
や

写
真
撮
影
を
す
る
と
き
は
「
広

報
く
に
み
」
と
書
か
れ
た
腕
章

を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、撮
影
し
た
写
真
等
は
、

次
の
目
的
の
範
囲
内
で
使
用
し

ま
す
。

①
町
の
発
行
物（
広
報
く
に
み
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
へ
の
掲

載
②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
③
記
録
資
料
と
し
て
の
保

存
・
活
用
④
そ
の
他
（
報
道
機

関
へ
の
提
供
や
出
版
物
・
ポ
ス

タ
ー
へ
の
掲
載
な
ど
）

問
総
務
課
文
書
広
報
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
３

お詫び
3 月号に掲載した記事に誤りがありまし
た。お詫びして、訂正いたします。

・15 ページ「サークル紹介・活動日」
　誤「毎週月・木・土、第 1・3 日曜日」
　正「毎週水・木・土、第 1・3 日曜日」

仲野周一郎さん 87 （ 泉 田 中 ）
後藤　昌伸さん 87 （ 川 内 ）
浅野　　宏さん 81 （ 泉 田 中 ）
志村　トミさん 93 （ 高 城 ）
佐久間マサイさん 100 （ 上 野 ）
齋藤　フミさん 94 （ 太 田 川 ）
吉田　清市さん 84 （ 山 崎 舘 ）
谷津　利正さん 87 （ 駅 前 ）
津田　寛治さん 72 （ 小 林 ）
赤坂　由夫さん 82 （ 小 林 ）
小畑　光雄さん 75 （ 大 町 北 ）

●誕 生 お め で と う ●　

粟津　悠
こ こ み

未ちゃん
昌実さん　広美さん （ 前 田 ）

●結 婚 お め で と う ●　

阿部　雄太さん
八巻　彩乃さん （ 大 坂 ）

安藤　春樹さん
引地　菜々美さん （ 大 坂 ）

菊地　陽
ひ な た

夕ちゃん
保さん　友子さん （ 第 １ ０ ）

武田　弦
げん

ちゃん
大輔さん　美穗さん （ 小 坂 ）

四家　侑
ゆ う が

芽ちゃん
浩さん　歩さん （ 小 林 ）

くらしの情報
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行事のお知らせ

講義に聞き入る参加者のみなさん

ホールに響き渡る優雅な音色

健
康
の
カ
ギ
は
ツ
ボ
に
あ
り

　

中
医
術
に
よ
る
健
康
教
室

　

真
知
亜
＠
ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｍ
ａ
．

〈
楽
器
の
魅
力
〉
を
3
月
13
日
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

ホ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
初

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
町
内
外
か

ら
約
４
０
０
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

愛
好
家
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
第
1

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
フ
ォ
ア

シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー
で
あ
る
齋
藤
真

知
亜
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
出

　

中
医
術
に
よ
る
健
康
教
室
を

3
月
9
日
、
16
日
の
2
回
に
わ

た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
中
漢
方
氣
功
協
会
総
身
健

康
医
学
研
究
所
代
表
の
大
友
純

男
さ
ん
を
講
師
に
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
中
国
の
古
典
医
術

に
基
づ
く
ツ
ボ
や
呼
吸
法
な
ど

を
活
か
し
た
運
動
を
学
び
ま
し

た
。

　

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
大
友
さ

ん
の
講
義
で
会
場
は
明
る
い
笑

い
声
に
あ
ふ
れ
、
参
加
者
は
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
活
発
に

質
問
を
交
わ
し
な
が
ら
技
術
の

習
得
に
励
み
ま
し
た
。

大友先生の熱心な実技指導

4 月 22 日 金 成人学級開講式
28 日 木 阿津賀志学級開講式

5 月 2 日 月 休館日
11 日 水 くにみ女性教室開講式

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
堪
能

　

真
知
亜
＠
ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｍ
ａ
．

演
者
た
ち
の
奏
で
る
美
し
い
音

色
と
楽
し
い
お
話
に
、
詰
め
か

け
た
観
客
は
酔
い
し
れ
ま
し

た
。

親子で選書会―下学年の部―
人気ランキング BEST8 発表！

　2 月 14 日に行われた「親子で選書会」
で、多くの人に選ばれた上位 8 冊を発表
します。貸出開始は 4 月中の予定です。

（★は既に貸出を開始している本です。）

1 位    ★おしりたんてい
　　    ・ドラえもん　かけ算・わり算
　　   ★おじいちゃんがおばけになった
　　　   わけ
2 位    ★おねしょのかみさま
            ★イチゴの村のお話たち　 小さな
　　　　おうちへようこそ  
　　　・クイズ歴史英雄伝戦国武将列伝
　　　・じっちょりんのあるくみち
            ★ ISPY ミッケ！いつまでもあそべ
                るかくれんぼ絵本

阿津賀志学級

　健康で安全にみんなと楽しく、見て、聞いて学
びます。

【内容】健康や安全などの講話・実技など全体学習
　　　（年 11 回）と様々な趣味のグループ学習

【対象】町内在住の概ね 60 歳以上の男女
【期間】4 月から翌年 2 月　※主に火、木曜日
【時間】午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分　
【運営費】年間 1,000 円
【申込み】4 月 12 日まで　

成人学級

　健康で楽しく、スポーツに親しんだり、郷土の
歴史や文化を学びます。

【内容】講話・見学学習・体力づくり、文化財めぐ
               りなど全体学習（年 11 回）

【対象】町内在住の 20 歳以上の男女
【期間】4 月から翌年 2 月　※主に金曜日
【時間】原則として午前に実施
【運営費】年間 1,000 円
【申込み】随時受付　

平成 28 年度国見町公民館　学級・教室生募集
くにみ女性教室

　暮らしの中から課題を見つけ、イキイキと
輝く女性を目指します。

【内容】講話・実技・手工芸・料理など全体
　　　  学習（年 18 回）と趣味のグループ学  
               習など

【対象】町内在住の 20 歳以上の女性
【期間】5 月から翌年 2 月　※主に水曜日
【時間】午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分　
【運営費】年間 500 円
【申込み】4 月末日まで　

◆申込み・問い合わせ
　生涯学習課生涯学習係　☎ 585-2676

町長杯スポーツ大会出場者募集！
・代表者会議：5 月 10 日火午後 7 時　
　　　　　　   観月台文化センター

・総合開会式：5 月 22 日日午前 8 時 30 分　
　　　　　　  上野台運動公園総合運動場

・表彰式：観月台文化センター
　　　   　※入賞者に別途案内します。
◆参加資格

・町内に在住・在勤の一般社会人又はそれ
   で編成したチーム

・町体育協会に登録しているチーム及び会
   員

・町内の同一職場又は事務所で編成しチー
　ム

・体育協会加盟団体の承認を得た上記以外
　のチーム

【日時・競技種目・会場】
日時 競技種目 会場

5 月 22 日日 ソフトボール 上野台総合運動場
　午前 9 時（ソフト） 家庭バレーボール 上野台体育館
　午前 9 時 30 分 ソフトテニス グリーンアリーナ 923
　（バレー・テニス・卓球）卓球 観月台体育館
5 月 27 日金 グラウンドゴルフ 上野台総合運動場　午前 9 時
5 月 29 日日 軟式野球 上野台総合運動場
　午前 9 時 テニス グリーンアリーナ 923

バウンドテニス 観月台体育館
柔道 柏葉体育館
剣道 柏葉体育館

◆参加料　無料
◆申込み 5 月 6 日金まで
◆問い合わせ　生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676
※大会要項・参加申込書は文化センターで配布します。
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放送日 放　送　内　容

4/15 「国見に残る○○！」

放送日 放　送　内　容

4/22 「くにみしゅらん」

4/29 「〇〇も楽しめる♪」

5/6 「まだ間に合う！！」

広報を担当して早いもので 1 年が
経ちました。納得のいく広報が作
れず悩んでばかりの 1 年だった気
がします。今年は文章も写真もさ
らなるスキルアップを目指し、現
場の感動を少しでもみなさんにお
伝えできるよう頑張ります。今年
度もよろしくお願いします。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ4月

日 月 火 水 木 金 土
8 9

・広報くにみ
4月号発行日

・くにみ幼稚園入園式
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

10 11 12 13 14 15 16
・個人番号カード

交付臨時窓口 
（午前8時半～午後4
時半）

・いきいきサロン
山崎（午後1時半～）

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・内谷春日神社
太々神楽奉納

・ベーゼンドルファー
試弾会（～ 17日）

17 18 19 20 21 22 23
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・いきいきサロン

德北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

第2（午後1時半～）

・成人学級開講式
・いきいきサロン

源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

24 25 26 27 28 29 30
・個人番号カード

交付臨時窓口 
（午前8時半～午後4
時半）

・春の町民 
ウォーキング大会

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・阿津賀志学級開講式
・乳幼児健診3・9 か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

昭和の日

5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7
・観月台文化セン

ター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

憲法記念日 みどりの日 子どもの日
・農業市

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

5/8 5/9 5/10 5/11 5/12 5/13 5/14
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・広報くにみ

5月号発行日
・乳幼児健診

3歳6か月

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室開講式
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談（児童）
・いきいきサロン

耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）


